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温谷  文雄議員

一 

般 

質 

問

民
生
委
員
・
児
童
委
員
・
農

業
委
員
の
報
酬
改
定
を

︵
問
︶
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
社

会
的
に
弱
者
で
あ
る
地
域
住
民
の
福

祉
向
上
に
懸
命
に
な
っ
て
い
る
。
高

齢
化
社
会
を
迎
え
た
今
、核
家
族
化
・

独
居
老
人
・
身
障
者
・
生
活
困
窮
者
・

児
童
虐
待
・
認
知
症
の
把
握
等
大
変

な
任
務
を
負
わ
さ
れ
て
い
る
。
高
原

町
の
民
生
委
員
等
は
月
額
一
万
三
千

円
し
か
な
ら
な
い
。
改
選
時
地
元
の

区
長
は
、
人
選
に
大
変
で
あ
る
。
難

儀
し
た
割
に
は
報
わ
れ
な
い
か
ら
で

あ
る
。
ま
た
、
農
業
委
員
も
土
地
の

斡
旋
や
現
地
調
査
等
地
域
に
と
っ
て

重
要
な
任
務
を
帯
び
て
い
る
。
月
額

会
長
五
万
四
千
円
、
委
員
三
万
二
千

五
百
円
こ
れ
で
は
、
県
内
で
も
報
酬

は
安
い
と
思
わ
れ
る
。
民
生
委
員
・

農
業
委
員
の
報
酬
の
見
直
し
が
必
要

と
思
わ
れ
る
。

︵
答
︶
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
報

酬
は
民
生
委
員
法
第
一
〇
条
で
無
報

酬
と
な
っ
て
い
る
。
活
動
に
要
す
る

旅
費
、
研
修
費
等
は
、
町
よ
り
補
助

金
を
交
付
し
て
い
る
。
農
業
委
員
は

現
在
の
報
酬
額
が
良
い
と
考
え
て
い

る
の
で
は
な
い
が
他
の
委
員
報
酬
も

大
腸
が
ん
の
早
期
発
見
に
つ

い
て

︵
問
︶
小
林
市
・
え
び
の
市
民
の
四

〇
歳
以
上
の
方
は
大
腸
が
ん
の
早
期

発
見
に
つ
な
が
る
問
診
、
潜
血
便
の

検
査
費
用
が
、
一
千
円
で
済
む
の
に
、

高
原
町
民
は
自
費
診
療
約
四
千
円
と

な
っ
て
い
る
。
大
腸
が
ん
の
発
生
率

は
一
番
胃
が
ん
、
二
番
肺
が
ん
、
三

番
大
腸
が
ん
の
順
位
と
な
っ
て
い
る
。

人
な
み
と
い
う
こ
と
も
あ
り
実
施
し

て
欲
し
い
。

︵
答
︶
高
原
町
は
人
間
ド
ッ
ク
を
実

施
し
て
い
る
。

︵
問
︶
人
間
ド
ッ
ク
は
、
受
診
し
た

総
数
の
一
八
・
六
％
し
か
高
原
町
民

は
い
な
い
。

︵
答
︶
便
潜
血
検
査
法
に
よ
る
大
腸

が
ん
検
診
を
今
年
導
入
す
る
。
四
〇

歳
・
四
五
歳
と
五
歳
刻
み
で
六
〇
歳

ま
で
と
な
る
。

︵
問
︶
五
歳
刻
み
で
は
町
民
二
三
％

の
受
診
率
で
あ
る
。

︵
答
︶
来
年
度
か
ら
四
〇
歳
以
上
は

全
員
対
象
と
し
て
検
討
す
る
。

高
原
町
立
小
中
学
校
の
統
廃

合
に
つ
い
て

平
成
二
十
五
年
度
の
統
合
を
目
標
と

す
る
旨
の
答
申
が
さ
れ
た
。
答
申
は

予
め
教
育
委
員
会
か
ら
示
さ
れ
た
基

本
方
針
を
ほ
ぼ
踏
ま
え
た
内
容
と
な

っ
て
い
る
が
答
申
を
ど
う
受
け
と
め

ど
ん
な
対
応
を
し
て
き
て
い
る
の
か
。

︵
答
︶
答
申
の
内
容
は
適
切
で
あ
る

と
の
結
論
に
達
し
そ
の
施
策
を
実
施

す
べ
く
、
平
成
二
十
一
年
二
月
に
教

育
委
員
長
名
に
よ
り
町
長
に
報
告
を

し
た
。

︵
問
︶
統
廃
合
は
建
設
費
に
費
用
が

か
か
る
と
の
理
由
で
統
合
は
し
な
い

こ
と
を
昨
年
十
二
月
に
決
定
し
た
と

の
記
事
が
、
五
月
二
十
八
日
付
の
宮

日
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
が
そ
の
経
過

は
。

︵
答
︶
平
成
二
十
五
年
度
の
統
合
は

困
難
と
判
断
し
た
も
の
で
、
掲
載
さ

れ
た
記
事
は
正
確
性
を
欠
い
て
い
る
。

︵
問
︶
平
成
二
十
五
年
度
の
統
合
は

財
政
的
に
困
難
と
言
う
こ
と
で
あ
る

が
、
校
舎
建
設
費
五
億
八
千
万
円
の

う
ち
、
町
の
負
担
は
ど
の
程
度
に
な

る
か
。

︵
答
︶
二
億
円
前
後
と
な
る
。

︵
問
︶
財
政
面
的
に
は
ど
う
な
る
か
。

︵
答
︶
財
政
調
整
基
金
や
公
共
施
設

等
整
備
基
金
の
充
当
に
加
え
義
務
教

育
債
を
借
り
入
れ
た
場
合
、
将
来
負

担
比
率
等
を
精
査
す
る
必
要
が
あ
る
。

後
川
内
小
学
校
か
ら
高
原
中

学
校
へ
の
区
域
外
入
学
に
つ

い
て

︵
問
︶
現
在
の
入
学
状
況
は
、
又
、

区
域
外
入
学
を
認
め
る
用
件
は
。

︵
答
︶
高
原
中
学
校
へ
の
入
学
児
童

は
、
昨
年
度
が
三
名
、
本
年
度
が
四

あ
る
の
で
、
見
直
し
は
大
変
厳
し
い
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
つ
い
て
は
、

今
後
活
動
に
つ
い
て
は
検
討
す
る
。

宮司  　  議員

中村    昇議員

新
燃
岳
噴
火
の
防
災
対
策
及

び
被
害
支
援

︵
問
︶
火
山
予
知
連
絡
会
は
新
燃
岳

が
再
び
活
性
化
す
る
可
能
性
も
あ
る

と
し
て
引
き
続
き
噴
石
や
土
石
流
の

警
戒
を
呼
び
か
け
て
い
る
。
皇
子
開

拓
の
皆
さ
ん
が
無
事
に
避
難
す
る
た

め
に
は
、
土
石
流
の
場
合
、
橋
の
設

置
が
有
効
な
手
立
て
で
あ
る
。
安
全

な
避
難
路
の
確
保
を
。

︵
答
︶
橋
を
架
け
て
一
挙
に
直
線
で

通
せ
る
こ
と
の
方
が
安
全
。
国
土
交

通
省
に
陳
情
し
た
。

︵
問
︶
迅
速
か
つ
確
実
に
情
報
を
伝

達
す
る
た
め
に
防
災
無
線
の
屋
外
拡

声
器
等
の
設
置
が
必
要
で
は
。

︵
答
︶
災
害
無
線
と
連
動
し
た
屋
外

ス
ピ
ー
カ
ー
の
設
置
を
早
急
に
検
討

し
関
係
機
関
へ
事
業
認
可
を
要
望
す

る
。

︵
問
︶
ほ
ほ
え
み
館
に
は
五
百
人
を

名
の
計
七
名
と
な
っ
て
い
る
。
又
許

可
事
項
は
四
項
目
あ
り
、
現
在
の
七

名
は
全
て
区
域
外
の
学
校
し
か
な
い

部
活
動
を
希
望
す
る
事
項
に
該
当
し

て
い
る
。

︵
問
︶
部
活
動
を
止
め
た
場
合
は
。

︵
答
︶
区
域
内
の
学
校
︵
後
川
内
中

学
校
︶
に
戻
っ
て
も
ら
う
。

民生委員会の様子農業委員による現地調査の様子

︵
問
︶
高
原
町
立
小
中
学
校
適
性
化

規
模
検
討
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
平

成
二
十
一
年
二
月
に
当
委
員
会
か
ら
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新
燃
岳
噴
火
災
害

︵
問
︶
避
難
勧
告
発
令
に
対
し
過
剰

反
応
と
の
報
道
が
あ
っ
た
が
発
令
に

至
っ
た
経
緯
は
。

︵
答
︶
避
難
勧
告
関
係
地
域
の
区
長
、

班
長
の
避
難
や
む
な
し
と
の
一
致
を

見
て
発
令
し
た
。

︵
問
︶
牛
の
避
難
へ
の
支
援
は
。

︵
答
︶
輸
送
費
に
つ
い
て
は
車
輌
を

借
り
上
げ
、
支
援
し
た
が
餌
代
に
つ

い
て
は
し
て
い
な
い
。

︵
問
︶
小
学
児
童
の
登
下
校
時
の
避

難
は
全
戸
が
受
け
入
れ
る
対
策
を
す

る
べ
き
だ
。

︵
答
︶
今
後
検
討
を
し
て
い
く
。

︵
問
︶
義
援
金
の
配
分
方
法
は
。

︵
答
︶
配
分
委
員
会
を
設
置
し
個
人

へ
の
配
分
、
復
興
事
業
、
産
業
部
門

へ
の
案
が
ま
と
ま
っ
て
い
る
。

︵
問
︶
降
灰
対
策
で
国
の
補
助
事
業

の
動
力
噴
霧
機
販
売
の
方
法
に
業
者

や
メ
ー
カ
ー
か
ら
苦
情
が
殺
到
し
た

と
聞
く
が
経
緯
は
。

︵
答
︶
町
職
員
が
十
三
名
、
Ｊ
Ａ
が

二
十
四
名
、
県
職
員
が
十
名
出
席
し

農
家
へ
の
指
導
を
し
た
。

︵
問
︶
祓
川
地
区
は
神
楽
殿
が
避
難

場
所
に
指
定
さ
れ
て
い
る
が
。

︵
答
︶
一
時
避
難
場
所
と
し
て
設
定

し
て
い
る
。

第
４
回
定
例
会
質
疑

○
報
告
第
４
号

平
成
二
十
二
年
度
高
原
町
一
般
会
計

予
算
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
に
つ

い
て

清水　公雄議員

︵
問
︶
事
業
実
施
さ
れ
た
も
の
、
こ

れ
か
ら
の
も
の
に
つ
い
て
説
明
を
。

︵
答
︶
総
務
費
で
は
、
高
原
町
情
報

網
基
盤
整
備
事
業
は
完
了
し
て
い
る
。

　

地
籍
管
理
シ
ス
テ
ム
更
新
事
業
は

六
月
か
ら
事
業
開
始
。

　

農
業
費
で
は
、
農
道
整
備
の
大
迫
、

大
久
保
、
宇
都
前
地
区
、
小
手
原
地

区
は
発
注
済
、
狭
野
地
区
の
か
ん
が

い
配
水
は
六
月
を
目
途
に
発
注
。

　

土
木
費
で
は
、
上
平
高
原
線
は
発

注
済
、
中
入
木
四
号
線
も
発
注
済
、

総
合
整
備
の
公
園
に
つ
い
て
も
発
注

済
。
執
行
率
は
農
業
費
が
七
十
二
・

九
％
、
土
木
費
九
十
八
％
で
あ
る
。

　

教
育
費
で
は
、
中
学
校
防
火
シ
ャ

ッ
タ
ー
は
七
月
を
目
途
に
発
注
、
高

原
町
体
育
館
分
館
の
補
修
工
事
は
発

注
済
。

○
報
告
第
五
号

平
成
二
十
一
年
度
高
原
町
一
般
会
計

予
算
繰
越
明
許
費
の
事
故
繰
越
計
算

書
に
つ
い
て

歩
状
況
は
。

︵
答
︶
ほ
と
ん
ど
完
了
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
宮
司
　   

　
議
員

︵
問
︶
将
来
的
に
資
産
割
合
を
ど
う

い
う
形
で
位
置
づ
け
る
考
え
を
持
っ

て
い
る
の
か
。

︵
答
︶
町
部
と
周
辺
部
と
の
格
差
が

あ
る
。
二
十
三
年
度
か
ら
二
十
四
年

度
に
か
け
て
賦
課
割
合
の
十
％
を
八

％
に
下
げ
、
そ
の
分
の
二
％
を
所
得

割
で
賦
課
し
て
い
る
。
二
十
四
年
度

で
は
五
％
く
ら
い
に
資
産
割
り
を
下

げ
て
い
く
方
向
で
検
討
中
だ
。

○
議
案
第
三
十
三
号

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

観
光
振
興
に
つ
い
て

︵
問
︶
Ｊ
Ｒ
高
原
駅
舎
の
ト
イ
レ
は

必
要
な
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
が
置

い
て
な
い
。
高
原
町
の
玄
関
口
で
も

あ
る
駅
舎
の
公
衆
ト
イ
レ
が
満
足
に

使
え
な
い
実
態
は
﹁
日
本
一
美
し
い

村
連
合
﹂
に
加
盟
す
る
町
と
し
て
嘆

か
わ
し
い
、
改
善
を
。

︵
答
︶
関
係
機
関
と
協
議
し
善
処
し

た
い
。

︵
問
︶
統
廃
合
は
財
政
面
で
断
念
さ

れ
た
が
子
供
達
の
教
育
、
あ
る
い
は

未
来
を
お
金
に
換
算
し
て
良
い
の
か
。

︵
答
︶
町
の
方
針
を
教
育
委
員
会
と

し
て
理
解
を
示
し
た
。
小
規
模
校
の

子
供
達
に
切
磋
琢
磨
す
る
力
や
深
く

考
え
判
断
で
き
る
力
を
培
う
た
め
に

小
学
校
同
士
、
中
学
校
同
士
の
交
流

を
進
め
な
が
ら
小
中
一
貫
教
育
を
進

め
る
。

小
中
一
貫
教
育

土
木
行
政

︵
問
︶
町
道
敷
き
の
草
刈
り
は
年
二

回
は
必
要
で
、
低
木
の
伐
採
も
す
る

べ
き
で
は
。

︵
答
︶
財
政
面
か
ら
七
月
〜
八
月
に

か
け
て
一
回
刈
り
と
し
て
い
る
。
低

木
に
つ
い
て
は
計
画
を
し
て
い
る
。

︵
問
︶
町
民
に
身
近
な
排
水
、
側
溝

の
蓋
等
の
要
望
の
現
況
は
。

︵
答
︶
区
長
を
通
じ
要
望
が
な
さ
れ

て
い
る
。
出
来

る
も
の
は
早
急

に
、
時
間
の
か

か
る
も
の
は
理

解
を
得
な
が
ら

対
応
し
て
い
く
。

町
立
病
院

︵
問
︶
待
ち
時
間
が
長
い
、
た
ら
い

廻
し
に
さ
れ
る
等
の
風
評
に
つ
い
て

対
策
は
。

︵
答
︶
院
内
の
二
カ
所
に
ご
意
見
箱

を
設
置
し
て
い
る
。
処
方
箋
の
発
行

に
つ
い
て
は
改
善
の
余
地
が
あ
れ
ば

お
願
い
し
て
い
く
。

︵
問
︶
ゴ
ミ
収
集
に
つ
い
て
、
祭
日

の
日
の
収
集
が
な
い
の
で
夏
は
臭
く

て
こ
ま
る
な
ど
の
ご
意
見
が
寄
せ
ら

れ
て
い
る
。
小
林
市
は
祭
日
も
収
集

し
て
い
る
。
本
町
で
も
取
り
組
む
べ

き
で
は
。

︵
答
︶
新
た
な
経
費
も
あ
り
、
今
後

の
課
題
で
あ
る
。

ゴ
ミ
問
題

超
す
方
々
が
避
難
し
た
。
入
浴
施
設

が
な
く
職
員
用
の
シ
ャ
ワ
ー
を
利
用

さ
れ
た
が
大
混
雑
し
た
。
職
員
用
と

は
別
の
シ
ャ
ワ
ー
設
置
が
必
要
で
は
。

︵
答
︶
検
討
し
た
い
。

︵
問
︶
避
難
所
に
な
っ
て
い
る
佐
土

公
民
館
等
の
不
燃
化
対
策
は
。

︵
答
︶
熱
風
に
よ
る
危
険
性
の
高
い

と
こ
ろ
で
あ
り
外
壁
の
耐
火
を
計
画

す
る
。

︵
問
︶
降
灰
被
害
の
農
業
支
援
で
鹿

児
島
県
で
は
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
張

り
替
え
を
県
単
事
業
と
し
て
二
分
の

一
補
助
を
し
て
い
る
が
本
町
で
も
こ

う
し
た
支
援
策
が
必
要
で
は
。

︵
答
︶
八
月
の
首
長
会
に
知
事
が
来

町
予
定
で
あ
る
の
で
要
望
す
る
。

　
　
　
　
　
　
清
水
　
公
雄
議
員

︵
問
︶
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
工
事
の
進

　
　
　
　
　
　
前
原
　
淳
一
議
員

︵
問
︶
医
療
費
に
つ
い
て
二
十
二
年

度
が
県
内
で
高
原
町
は
四
番
目
と
高

い
が
対
策
は
。

︵
答
︶
国
民
健
康
保
険
事
業
と
し
て

生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
軽
易
な
運

動
を
訪
問
し
て
行
う
事
も
検
討
し
て

い
る
。
多
重
受
診
、
頻
回
受
診
に
つ

い
て
は
保
健
師
が
対
象
世
帯
を
訪
問

指
導
す
る
。
時
間
外
受
診
な
ど
診
療

報
酬
が
高
く
な
る
も
の
は
広
報
誌
で

啓
発
を
し
て
い
る
。
ま
た
特
定
健
康

診
断
に
つ
い
て
は
受
診
率
向
上
と
は

別
に
四
十
歳
未
満
に
つ
い
て
も
何
ら

か
の
方
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
つ
い
て
は

周
知
啓
蒙
を
行
っ
て
い
く
。

前原　淳一議員

町道に覆いかぶさる草木
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中
村
　
　
昇
議
員

︵
問
︶
観
光
費
の
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
の

修
繕
費
だ
が
、
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
の
採

算
的
な
事
を
考
え
れ
ば
観
光
協
会
は

施
設
運
営
に
重
点
を
置
い
た
ほ
う
が

レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
の
運
営
の
安
定
化
に

も
つ
な
が
る
の
で
は
。

︵
答
︶
観
光
協
会
と
協
議
を
し
な
が

ら
内
容
に
つ
い
て
工
夫
す
る
よ
う
提

案
を
し
て
い
く
。

︵
問
︶
町
道
と
し
て
購
入
整
備
さ
れ

る
が
、
堤
防
の
高
さ
に
沿
っ
て
整
備

さ
れ
る
の
か
。

︵
答
︶
花
堂
橋
上
流
か
ら
下
川
原
橋

ま
で
の
一
・
二
㎞
で
幅
員
が
四
ｍ
で

高
さ
は
現
在
よ
り
も
一
ｍ
位
上
が
り
、

後
に
町
道
と
し
て
の
管
理
に
な
る
。

︵
問
︶
サ
イ
ク
リ
ン
グ
道
路
等
も
含

め
た
道
路
整
備
を
。

︵
答
︶
管
理
等
に
つ
い
て
今
の
段
階

で
は
国
交
省
と
土
木
事
務
所
で
協
議

中
と
い
う
こ
と
で
お
願
い
す
る
。

　
　
　
　
　
　
温
谷
　
文
雄
議
員

︵
問
︶
学
校
管
理
費
の
工
事
請
負
費

○
議
案
第
三
十
七
号

平
成
二
十
三
年
度
高
原
町
一
般
会
計

補
正
予
算
︵
第
二
号
︶

　
　
　
　
　
　
清
水
　
公
雄
議
員

︵
問
︶
ケ
ー
ブ
ル
敷
設
工
事
費
が
減

額
に
な
っ
た
理
由
は
。

︵
答
︶
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
柱
の
強
度
の
関
係

で
既
設
の
高
崎
町
ま
で
の
Ｂ
Ｔ
Ｖ
都

城
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
線
に
ケ
ー
ブ

ル
を
か
け
さ
せ
て
も
ら
っ
た
結
果
数

量
が
か
な
り
少
な
く
な
っ
た
。

○
議
案
第
三
十
八
号

工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
中
村
　
　
昇
議
員

︵
問
︶
六
月
十
日
よ
り
二
十
二
日
ま

で
の
総
雨
量
は
。

︵
答
︶
七
七
四
ミ
リ
で
す
。

︵
問
︶
補
正
予
算
に
計
上
さ
れ
た
被

害
箇
所
は
。

︵
答
︶
公
共
土
木
工
事
は
、
広
原
二

十
一
箇
所
・
蒲
牟
田
九
箇
所
・
西
麓

二
箇
所
・
後
川
内
六
箇
所
の
計
三
十

八
箇
所
で
す
。
農
業
土
木
関
係
は
、

広
原
三
箇
所
・
蒲
牟
田
二
箇
所
・
西

麓
一
箇
所
・
後
川
内
四
箇
所
の
計
十

箇
所
で
す
。

○
承
認
第
十
一
号

平
成
二
十
三
年
度
高
原
町
一
般
会
計

補
正
予
算
︵
第
三
号
︶

︵
問
︶
商
品
券
配
布
事
業
交
付
金
の

商
品
券
の
額
面
は
。

︵
答
︶
千
円
券
二
枚
配
布
の
予
定
と

し
て
い
ま
す
が
五
百
円
券
も
検
討
し

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
中
村
　
　
昇
議
員

︵
問
︶
新
燃
岳
の
降
灰
噴
石
の
被
害

状
況
は
。

︵
答
︶
車
窓
破
損
十
六
件
、
ソ
ー
ラ

ー
パ
ネ
ル
破
損
十
五
件
、
車
庫
屋
根

の
破
損
一
件
、
雑
穀
・
イ
モ
類
の
被

害
面
積
は
十
一
・
二
h
a
、
野
菜
七

十
二
・
三
h
a
、
果
樹
八
・
七
h
a
、

高
原
作
物
五
十
四
・
八
h
a
、
飼
料

作
物
九
百
二
十
五
h
a
、
柿
・
花
は

七
・
八
h
a
、
椎
茸
等
千
百
㎏
で
す
。

︵
問
︶
義
援
金
の
配
分
検
討
委
員
会

の
構
成
は
。

︵
答
︶
商
工
会
長
・
区
長
会
長
・
社

会
福
祉
協
議
会
副
会
長
・
農
業
委
員

会
会
長
・
地
域
婦
人
連
絡
協
議
会
会

長
の
五
名
で
す
。

　
　
　
　
　
　
前
原
　
淳
一
議
員

︵
問
︶
全
員
協
議
会
で
の
各
議
員
の

意
見
は
配
分
委
員
会
に
反
映
さ
れ
た

か
。

︵
答
︶
六
月
二
十
七
日
の
五
回
目
の

委
員
会
で
報
告
し
た
。

︵
問
︶
配
分
委
員
会
の
構
成
は
余
り

に
も
少
人
数
で
は
。

○
議
案
第
四
十
一
号

平
成
二
十
三
年
度
高
原
町
一
般
会
計

補
正
予
算
︵
第
四
号
︶

︵
答
︶
委
員
の
選
出
は
各
種
団
体
と

町
内
の
産
業
部
門
か
ら
考
慮
し
五
名

に
決
定
し
た
。

　
　
　
　
　
　
宮
司
　
　
　
議
員

︵
問
︶
配
分
委
員
会
で
検
討
さ
れ
た

内
容
は
、
関
係
団
体
で
協
議
さ
れ
て

関
係
課
で
調
整
さ
れ
た
の
か
。

︵
答
︶
各
産
業
部
門
ご
と
に
配
分
額

を
設
定
し
て
、
そ
の
額
に
基
づ
き
関

係
課
の
打
ち
合
わ
せ
会
を
行
い
関
係

団
体
と
調
整
し
て
協
議
し
た
。

　
　
　
　
　
　
清
水
　
公
雄
議
員

︵
問
︶
新
燃
岳
噴
火
災
害
復
興
祈
念

の
復
興
の
森
の
場
所
と
面
積
は
。

︵
答
︶
事
業
実
施
団
体
と
協
議
し
て

場
所
の
選
定
を
行
う
。

︵
問
︶
川
平
区
分
収
林
は
継
続
し
て

樹
木
を
植
え

る
の
か
。

︵
答
︶
立
木

伐
採
後
は
、

森
林
管
理
所

と
協
議
を
す

る
。

︵
問
︶
観
光
振
興
復
興
対
策
で
の
本

町
の
Ｐ
Ｒ
は
ど
こ
の
都
市
で
行
う
の

か
。

︵
答
︶
東
京
・
関
西
・
名
古
屋
・
福

岡
を
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
温
谷
　
文
雄
議
員

︵
問
︶
高
原
町
産
品
の
Ｐ
Ｒ
方
法
は
。

︵
答
︶
東
京
事
務
所
・
大
阪
事
務
所

の
流
通
担
当
者
に
相
談
し
ま
す
。

皇子原レストハウス

下川原橋下流を眺む

　
　
　
　
　
　
宮
司
　
　
　
議
員

︵
問
︶
道
路
橋
梁
費
の
高
崎
川
土
砂

排
除
は
本
来
国
交
省
の
事
業
だ
が
国

交
省
か
ら
道
路
確
保
の
要
望
が
あ
っ

て
の
土
砂
排
除
な
の
か
。

︵
答
︶
土
石
流
災
害
対
策
で
地
元
か

ら
の
要
望
に
国
交
省
が
応
え
る
形
で

始
ま
っ
た
事
業
だ
。

　
　
　
　
　
　
前
原
　
淳
一
議
員

︵
問
︶
完
成
間
近
の
コ
ム
テ
ッ
ク
は

当
然
免
除
と
な
る
の
か
。

︵
答
︶
誘
致
企
業
に
対
し
て
は
従
来

か
ら
別
途
優
遇
処
置
の
条
例
が
あ
る
。

用
件
を
満
た
せ
ば
課
税
免
除
に
な
る
。

○
議
案
第
三
十
五
号

宮
崎
フ
リ
ー
ウ
エ
イ
工
業
団
地
固
定

資
産
税
免
除
条
例
を
廃
止
す
る
条
例

千
三
十
三
万
五
千
円
の
内
訳
は
。

︵
答
︶
調
理
場
の
空
調
設
備
費
で
高

原
小
学
校
が
四
百
九
十
四
万
円
、
広

原
、
狭
野
、
後
川
内
小
学
校
が
そ
れ

ぞ
れ
百
六
十
三
万
四
千
円
と
な
る
。

北迫　　泉議員



第４回　定例会審議結果

件　　　　　　　　　名 結　果議案番号

件　　　　　　　　　名 結　果議案番号

平成２３年 ６月１６日（木曜日）

議会運営委員会調査事項について

報告第３号 平成２２年度高原町土地開発公社事業報告及び決算報告について

報告第４号 平成２２年度高原町一般会計予算繰越明許費繰越計算書について

報告第５号 平成２１年度高原町一般会計予算繰越明許費の事故繰越し繰越計算書について

報告第６号 平成２２年度高原町水道事業会計予算繰越計算書について

承認第10号 専決処分について高原町税条例の一部を改正する条例

議案第33号 国民健康保険税条例の一部を改正する条例

議案第34号 高原町都市計画審議会条例の一部を改正する条例

議案第35号 宮崎フリーウェイ工業団地固定資産税免除条例を廃止する条例

議案第36号

議案第37号 平成２３年度高原町一般会計補正予算（第２号）

議案第38号 工事請負契約について

請願第１号 知的障害者が安心して暮らせる入所施設の存続を求めるための請願書

可　　決

報　　告

報　　告

報　　告

報　　告

承　　認

可　　決

可　　決

可　　決

可　　決

可　　決

継続審査

5

平成23年 第５回 臨時会
平成２３年７月１４日（木曜日）

高原町農業委員会委員の推薦について「赤井田 令子」氏

承認第１１号 専決処分について平成２３年度高原町一般会計補正予算（第３号）

承認第１２号

議案第３９号

議案第４０号

議案第４１号

議案第４２号

請願第 １ 号

発議第 ５ 号

行政調査の件

行政調査の件

承　　認

推　　薦

承　　認

可　　決

可　　決

可　　決

可　　決

可　　決

採　　択

継続調査

継続調査

継続調査調査事項について

専決処分について高原町税条例の一部を改正する条例

公用車交通事故による和解及び損害賠償の額を定めることについて

分担金をと徴収すべき事業について

平成２３年度高原町一般会計補正予算（第４号）

平成２３年度高原町水道事業会計補正予算（第１号）

知的障害者が安心して暮らせる入所施設の存続を求めるための請願書

知的障害者が安心して暮らせる入所施設の存続を求める意見書（案）

総務経済常任委員会

文教厚生常任委員会

議会運営委員会
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私
は
、
有
志
を

集
め
て
、
高
原
町
内

で
市
を
開
催
し
よ
う

と
計
画
を
立
て
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　
町
内
の
商
店
街
の
出
店

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
高
齢
者
や
農

家
の
作
る
農
作
物
を
中
心
に
畜
産
物
、

海
産
物
な
ど
町
外
か
ら
も
出
店
し
て

も
ら
い
、
町
内
、
町
外
か
ら
大
勢
の

人
に
来
場
し
て
も
ら
い
た
い
。
高
齢

者
に
は
、
自
分
の
作
っ
た
作
物
を
売

っ
て
収
入
を
得
る
こ
と
で
喜
び
と
元

気
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
。

　
ま
た
、
得
ら
れ
た
収
入
か
ら
子
や

孫
に
お
小
遣
い
を
与
え
る
こ
と
も
で

き
る
よ
う
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
そ

う
す
る
こ
と
に
よ
り
家
族
の
絆
が
深

ま
り
、
家
の
仕
事
に
対
し
て
も
子
供

た
ち
の
見
方
が
変
わ
っ
て
く
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
た
め
に

は
、
定
期
的
に
市
を
開
催
し
、
一
〇

年
、
二
〇
年
と
続
け
た
い
。
そ
う
す

る
こ
と
で
、
高
原
の
町
中
に
人
が
増

え
、
活
気
も
出
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

活
性
化
の
た
め
に
は
、
高
齢
者
の
力

が
不
可
欠
で
あ
る
と
強
く
思
っ
て
い

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
鹿
嶋
　
重
明

　あさひの里は平成４年４月より開園し、来年度で２０周年を迎えます。当園は知的障害者の入所施設（５０名

定員）としてスタートしました。近年の福祉制度の変革に伴い、施設へ求められるものも多くなりました。それ

に呼応するように、当園では就労・地域生活移行の利用者のためのグループホームを平成１２年、高原町に設立

し（現在３棟）、１５名の方が就労されています。

　そして、より地域に必要とされる施設を目指して、平成１３年より通所事業を開始（現在２０名）。町内を始

め、小林市・都城市の方達が利用されています。平成１７年には小林市に分場（定員１０名）を開所し、通所事

業を展開しています。

　あさひの里では、作業・生活訓練を中心としながら、利用者の皆さん一人ひとりに応じた支援を行っています。

作業の中で作られた当園の野菜や、ハンディモップ、木炭などの自主製品は町内の各店舗のご協力のお陰で、地

域の皆さんに多くお買い上げ頂いており、利用者の皆さんの励みになっております。

　また、７月（盆踊り大会）と１１月（あさひ祭り）には毎年祭りを開催しています。そこでは余暇の時間に習

得した太鼓や踊りなど、輝く姿をステージで披露する利用者の皆さんと、温かい地域の皆さんとの直接のふれあ

いの場として、今後も一緒にお楽しみ頂きたいと思っております。そして、毎回たくさんのボランティアの皆さ

んにご協力を頂いておりますが、皆さん全員との関わりの中で、利用者の皆さんの笑顔をたくさん見ることが出

来ます。深く感謝致しております。

　これからも、スタッフ全員で利用者の皆さんの目標達成に向けての支援をしていきます。是非あさひの里の利

用者の皆さんに逢いに来て下さい！

たかはる清流らんどの草刈り・整備の様子　 ５月は体育祭。みんな元気に競技や応援をして白熱します！

写真は、（有）末山商会の下請け作業の様子。他、農事作業、
炭・木工品作り、モップ、石けん作りなどの作業を行い、
技術の習得や就労に必要な支援を行っています。

あさひ太鼓は、あさひの里を代表する有志グループです。
和太鼓にロックのギターの組み合わせで、活動も１０年に
なりました。毎年、町内の祭りにも出演させて頂いています。

知的障害者授産施設あさひの里
園長　益本忠男 TEL42-0200

町委託作業

作業風景

体 育 祭

あさひ太鼓
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